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	　希少金属代替材料開発プロジェクト （中間）
	 期間  2009年度～2013年度（5年）（評価対象研究開発項目の期間）
	 事業費総額 30.4億円（2009年度～2011年度） 
	 共同研究先　　　　日産自動車(株)、電気通信大学、名古屋大学、早稲田大学、（独）産業技術総合研究所、名古屋工業大学、九州大学、水澤化学工業(株)、三井金属鉱業(株)、(財)三重県産業支援センタ-、　　　秋田県産業技術センタ-、(財)ファインセラミックスセンタ-、京都大学、九州大学、東北大学、(株)小林機械製作所、サイチ工業(株)、立命館大学、(株)アドマテックス、九重電気(株)、(株)クリスタル光学、東北大学、三菱化学(株)、パナソニック(株)、新潟大学
	 再委託先          　ＵＤトラックス(株)、鳥取大学
	 ＰＬ な　し

	　　　省水型・環境調和型水循環プロジェクト／　　　　　　　　　　　水循環要素技術研究開発（中間）
	 期間  2009年度～2013年度（5年）
	 事業費総額  16.8億円(2009年度～2011年度)
	 委託先　　　　　　　㈱アクアテック、㈱クボタ、住友精密工業㈱、東レ(株)、(株)日立プラントテクノロジー、　　
	日東電工㈱、日本カニゼン㈱、(独)産業技術総合研究所、(独)日本原子力研究開発機構、　　　　佐賀大学、(一財) 造水促進センター、熊本県（熊本県産業技術センター）
	 再委託先 (株)日立プラントテクノロジー、(独)産業技術総合研究所、熊本大学、神戸大学、東京大学、東京都市大学、東北大学、豊橋技術科学大学、広島大学、北海道大学 、早稲田大学、熊本県（熊本県産業技術センター）、地方公共法人日本下水道事業団 、 (一財)造水促進センター
	 ＰＬ 東洋大学　常勤理事　松尾　友矩　
	＜プロジェクト及び評価要旨＞

	ヒト幹細胞産業応用促進基盤技術開発（中間）
	 期間  2008年度～2015年度（8年）
	 事業費総額 35.7億円(2008年度～2011年度)
	 委託先 　　　（独)産業技術総合研究所、京都大学、東北大学、慶應義塾、東京医科歯科大学、
	東京大学、東邦大学、成育医療センター、川崎重工業(株)、
	大陽日酸(株)、(株)セルシード、アルブラスト(株)、東レ(株)、三菱化学メディエンス(株)、
	（社）バイオ産業情報化コンソーシアム（JBiC）（天然物ライブラリー提供企業8社：
	メルシャン(株)、田辺三菱製薬(株)、第一三共(株)、武田製薬工業(株)、味の素(株)、
	明治製菓(株)、合同酒精(株)、(財)微生物化学研究会）
	 共同実施先　　　　　　(独)産業技術総合研究所、京都大学、東北大学、岐阜大学、大阪大学、広島大学、
	東京大学、慶應義塾、東京医科歯科大学
	 ＰＬ （財）先端医療振興財団　先端医療センター長　　鍋島　陽一 (～H23年3月31日)
	　　　　　　　　　　　東京医科歯科大学　生体材料工学研究所　教授　安田　賢二　（H23年4月１日～）　　　　　　　　

	糖鎖機能活用技術開発
	(分画・精製・同定/機能解析・検証/プローブ開発)（事後）
	 期間  2006年度～2010年度（5年）
	 事業費総額 43.1億円(2006年度～2010年度)
	 委託先 (独)産業技術総合研究所、バイオテクノロジー開発技術研究組合（参加企業１０社：　　　　
	(株)モリテックス（～H20年度）、(株)島津製作所、(株)グライコジーン、　　　　　　　　　　(財)野口研究所(～H20年度)、三井情報(株)、タカラバイオ(株)（～H20年度）、三菱化学(株)、(株)ＧＰバイオサイエンス（H21年度～）、シスメックス(株)（H21年度～）、(株)免疫生物研究所（H21年度～））
	 共同実施先 大阪大学、東京大学、愛知県がんセンター、首都大学東京、（独）国立がん研究センター、
	九州大学、藤田保健衛生大学（～H20年度）、筑波大学、近畿大学、京都産業大学、
	理化学研究所、愛知医科大学、国立感染症研究所、慶応義塾大学、（独）国立成育医療
	研究センター、東京工業大学、大阪医療センター、北里大学、名古屋大学、中部大学、
	名古屋市立大学、福島県立医科大学、東京医科大学（H20年度～）、大阪府赤十字（H20
	年度～）、北海道大学、上海交通大学（H21年度～）、復旦大学（H21年度～）、
	（独）国立国際医療研究センター（H22年度）、神戸学院大学（H22年度）
	 ＰＬ  (独)産業技術総合研究所　糖鎖医工学研究センター　センター長　　　 成松 久
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